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（ 続紙 ２ ）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
（論文審査の結果の要旨） 
	 申請者は、爬虫両生類に内部寄生するMeteterakis属線虫を対象とした系統分類学
的研究を通し、宿主域が広く、宿主の分散能が高い寄生虫における多様化要因の解
明に取り組んだ。従来そのような寄生虫では、集団間での遺伝的な分化が進まず，
種多様性は低いと予測されていた。しかし、その予測に反して、実際検出されてき
た種多様性は高く、宿主域が広く、宿主の分散能が高い寄生虫の多様化要因は未解
明であった。東アジア島嶼域に産するMeteterakis属線虫は、トカゲ属を主要な宿主
とすることが知られていた。先行研究において、東アジア島嶼域に分布するトカゲ
属は、洋上分散を経験したと推定されている。したがって、東アジア島嶼域産Mete-
terakis属線虫は、宿主域が広く、宿主の分散能が高い寄生虫の多様化要因解明に適
した研究対象であると考えられる。 
	 本論文は、その全体を通して、東アジア島嶼域におけるMeteterakis属線虫を対象
としたインベントリー調査の結果に基づいている。爬虫両生類に内部寄生する線虫
類の寄生率は概して低く、どのような種が、どの地域に、どのような宿主を利用し
て生息しているのか、という基礎的な生物学的知見を著しく欠いている。申請者の
精力的な野外調査、博物館標本の調査が結実し、東アジア島嶼域産Meteterakis属各
種の分布域や宿主域などの基礎的な知見は飛躍的に増大した。 
	 申請者は、東アジア島嶼域より収集したMeteterakis属線虫標本を用いた分子系統
解析を行い、その結果を宿主の生物地理学的パターンと比較することで、本線虫類
における進化史の推定に挑んだ。その結果、本線虫類は、２つの主要系統群に分か
れることを明らかにし、かつ、各系統群内において推定される多様化要因が異なる
ことを導き出した。具体的には、M. japonicaとM. ishikawanaeからなる系統群内の
種分化は、宿主相の分断に起因する共分化により説明出来るが、M. amamiensisと複
数の未同定種からなる系統群内では、宿主相の形成過程とは独立に、周縁的種分化
により高い種多様性が形成されたと結論づけた。くわえて、集団遺伝学的解析の結
果と２系統群の分布パターンの比較から、本線虫類の分布域形成において、排他的
な種間相互作用が重要な役割を果たしたと推定した。以上の研究成果は、Meteterak-
is属線虫における多様性形成過程において、宿主との共分化にくわえて、宿主とは
独立した種分化様式も重要な役割を果たすことを明らかにしたものである。 
	 さらに本論文では、西日本産と台湾北部産未同定種の分類学的地位を確定した。
２種の詳細な記載は、後世の再検討に耐えうる高い水準を有しており、さらに、側
翼と呼ばれる形質が，本属の種分類において有用な判別形質であることを明らかに
した。以上の研究成果は、Meteterakis属線虫をはじめとした寄生性線虫類の分類学
的研究の発展に大きな影響を与えるものである。 
	 Meteterakis属線虫における、分布や分類学的知見の増大に留まらず、その種多様
性形成過程の推定まで行った本論文は、寄生虫の多様化要因解明に大きな貢献を果
たした、優れた研究成果であると判断された。よって、本論文は博士（理学）の学
位論文として価値あるものと認める。また、平成31年１月15日、論文内容とそれに
関連した事項について試問を行った結果、合格と認めた。 
 
